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溶接線（304L-HAZ）における切断面 ECMプローブ 
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初期き裂 

溶接管：長さ1160mm， 

              内径50mm，外径58mm 

BWR模擬環境下における内表面き裂進展
に関する溶接管外表面ECMプローブによる
モニタリング 

高温環境渦電流モニタリング試験 
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厚肉材用プローブを使い 

疲労き裂を探傷し得られた 

信号から、欠陥形状を推定する。 

開始 

評価:OK? 

初期値、初期条件 

順問題解析 

条件再設定 

終了 

Yes 

No 

2 

1 

3 

4 

1 サスペクト・リージョン 

初期形状の決定 
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高速順問題解法 

3 測定ECT信号と 

計算ECT信号の比較 

4 最急降下法 

SUS304 疲労き裂試験片 
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サイジング結果 
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